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多 くの結果 を待 ているが,中で も, メスバ ワ-:･嘉U采 の制定に よ って,強磁 性領

域 で は Fe の四郎 鐘場 が天 きいのに対 し,反強磁 性碩域 では小 さな内善臣考がみ

られた ことに注 目 し, 葺e ~の状磐が明 ら-かに両領域で畢 って奉 り Fe-Ni廟 で

は局在的 .Fe～地1側 では band約 である ことを知 ったO 電気艦抗測定に よ J'

て,その考 えをうら付ける ことに既功rしてい るOこの考 えで Invar効果が説

明できる句絹蟹 を考 え,熊石影張 など{DJ･-判定 も行 -てい るQ

この他 に も,責金属 と CT.Il,In な どの金属勧 ヒ含物 の磁 性 お よび電気的性 愛

tfL,研 究 を'行 ってい るOまた, Ce を中心 とする軽稀土類 は墓稀土類 と･ほい くら

か巽 -'た性 質 を示 すことに注 目して,現 在,毎痛土嚢 金属 とP族元素 との食塩

塑金環覇イセ含物 の電 軽 -(?_)しらペているC すでに Ce化 合物 で符葦な磁気的ふるま

いを見出 してお り,それ を追及 して,磁 気約 ･電気約位貨 の実験.:li).研究 もつ づ

け1ている O
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巌 も Ortnodox な磁 性 の研究室であ るC 講座 の名前 は金環斬庭草研究室 で

あ るが,金属 のみな らず,有機物 まで とりあつか っている O 大 き く二つの G-Ilo.lP

に分 け られ る｡

高木教 授 と自片 助手 を中心 とした無機結晶 の Group は金属 お よび,金蔵 推 ･

化 合物の電子状態 と,磁 性 の関連 を主 として追求 してい るO金床電子 の局 在,

分 極 に興味 の頑心 があ り,磁 気分極や磁 気的相互作 用が,結晶構 造や温 度 の よ

うFfParameもerに強 く影響 され る Cr,Mn,Fe の不安定梢 に商す る Data

を集めてい る Oこの ような 目的のために今 までは主 として他の遷移 金鶴 との置

換 塑 合金が使 われ ていたが ,磁気能率 をもたない不純物 を用 いた侵入塾 合金 を

重点的に 伺いてい るQその他, 希土 噂金属 につ いて も鹿 島覇道 と磁 性,伝導 竃
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子膚 の状態密度の測定卑 属 様の方法 でや っているo また侵入型合金を応 用す る

必要上,健入塾化 合物 の研究 も行な っている.イオン痛点闇係 では一次元反感

･磁性ノ格子 である六方晶系 (_JJABX5型化 合物 の研究がある ｡

研究室 のも う一つの.Groupで払 出口助教授 ･西口助手が 中心 とな って有識

_Radical の研究を行 J7ている O あつか っているのほ比較的簡単な構造 の陰

土On Radical と中性 Radicalである｡ 現在 までに不対電子 の分子内相互作

用 や,溶媒 との相互作用 ()〕研究 をほぼ終 り, Ra.dlCal蘭の相互作 酬 二重点が

移 ってい るっ例 えば芳香族系陰 ion RadlCalに 見 られる膚磁率 の奨常とか,

低 温での磁 気拍塊副化の ような研究がや られている｡適に相互作用 の小 さいも

のを用いて,断熱消磁 も試 みるQ

以上 プ)説明か らも分 るように,測定対痕に Variety をもたせ るとともに,

姐 戒 を一 つの pa.rameter として充分適 用 することに よ って,化学教室 という

貴腐 を生 か そうとしている ｡ 従 1て,測 点手段はなるべ く規定せず,摩 .:Lfj･功

府磁 気測定 はもちろん, M.issbauer効果,中種 子;.,,･'iL卦折.Tunnel･効果等,

利用可能 ないろいろな手段 を用 いて研究 を行 っているO
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